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各種事業の推進に一層努力

<12月定例市議会閉じ

つ

後
と
も
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
面
の
市
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
で

は
、
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
財
政
運
営
が

求
め
ら
れ
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
各
位
の

一一
層
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
そ
の
推
進
を
凶

っ
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
方
、
当
初
に
計
画
を
い
た
し
て
お

り
ま
し
た
事
業
の
う
ち
、
補
助
、
起
債

な
ど
の
決
定
を
見
た
も
の
に
つ
き
ま
し

で
は
、
今
回
新
た
に
計
上
い
た
し
ま
し

て
、
計
画
の
達
成
に
さ
ら
に
努
力
い
た

し
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
単
独
事

業
に
お
き
ま
し
で
も
、
道
路
の
新
設
改

良
、
河
川
改
修
な
ど
、
当
面
必
要
な
も

m
w
J
v
a
咽
副
VM
M附
w
F
J
M己
け
、
也
子
ん

l
u
u
l''b
l
b
t
L
o

ief

，A
ん
、

本
日
こ
こ
に
昭
和
五
十
四
年
十
二
月

報

定
例
市
議
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と

広

こ
ろ
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

一

公
私
と
も
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
ご
出
席

一

を
賜
り
ま
し
て
ま
こ
と
に
ご
苦
労
さ
ま

ハ
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

-
Z
 

仰
い
…
市
制
施
行
六
十
周
年
の
記
念
す
べ
き

直
耐
A

恥
町
劃
年
も
、
す
で
に
あ
ま
す
と
こ
ろ
少
な
く

湖
一
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

山
町
精
げ
胃

」
¥
こ
の
間
、
市
民
憲
章
、
市
木
市
花
の

一

制
定
、
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
お
よ
び
姉

一

妹
都
市
の
提
携
を
は
じ
め
、
各
種
記
念

一

行
事
も
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
市
民
の

号
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
多
彩
に

F
h
d
 m

開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に

第
ご
同
度
に
た
え
ま
せ
ん
。
あ
ら
た
め
て
、

/

』
f
t
M
F
L
b
d
'
E
f
t
-
L
1戸
、
ム
7

提案説明する石井市長

也
工
業
関
係
の
制
度
融
資
の
需
要
増
を

控
え
ま
し
て
、
こ
れ
に
こ
た
え
る
た
め

の
措
置
を
講
ず
る
な
ど
、
市
民
の
皆
様

の
要
望
に
お
こ
た
え
し
て
ま
い
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
提
案
い
た
し
ま
し
た
議
案
は
、

主

な

議
例

条

助
産
貨
の
増
額
改
正
な
ど
に
よ
る
「
上

町
市
国
民
健
康
保
険
条
例
」
の

一
部
改

正
。石

井
光

一
さ
ん
(
大
手
二
)
か
ら
「
点

訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
」
の
増
傾
に

あ
て
て
ほ
し
い
と
、
多
額
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
石
井
さ
ん
の

ご
意
志
に
そ

っ
て
基
金
の
増
傾
を
阿
る

「
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例
」

の

一
部
改
正
な
ど
五
件
を
提
案
し
ま
し

た
。

一
般
会
計

補
正
予
算

こ
の
た
び
補
正
予
算
と
し
て
八
億
五

千
七
百
六
十

一
万

一
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
総
予
算
削
は
、
行

↓ハ
ト

一
応
問
千
---行九
卜
九
万
九
千
円

と
な
り
、
前
年
同
期
に
比
し
て
、
-
一

日

M
m
w
仇

M

仇

J
d
F
u
r
-
仇
H
，

泊
H

，leee
ふ
1
1
0

一

の
図
書
購
入
間
五
百
万
円
。
信
濃
国
分

号
寺
資
料
館
展
示
委
託
料
二
千
五
百
万
円
。

紡
教
科
書
改
定
に
伴
う
教
師
用
教
科
書
、

条
例
案
五
件
、
決
算
認
定
八
件
、
予
算

案
九
件
、
事
件
決
議
案
六
件
、
報
告
事

項
五
件
の
合
計
三
十
三
件
で
あ
り
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
う
え
、
議
決

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
胤
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

案

説

明

マ
歳
入
の
主
な
も
の

市
市
二
億
三
千
五
百
六
十
万
円
。
繰

越
金
二
億

一
千
六
百
四
十
四
万
四
千
円
。

市
税

一
位
丘
千
七
百
丘
十
九
万
九
千
円

な
ど
、
い
ず
れ
も
収
入
可
能
な
範
同
で

計
上
し
ま
し
た
。

マ
歳
出
の
主
な
も
の

〈
総
務
費
〉

財
政
調
整
基
金
と
し
て
一
億
三
千
五

百
万
円
を
積
み
立
て
ま
す
。
上
小
衛
生

施
設
組
合
お
よ
び
上
田
市
・

真
田
町
じ

ん
か
い
焼
却
場
組
合
に
対
す
る
交
付
税

配
分
金
7

一千
同
百
二
十
九
万
問
千
円
。

来
春
行
わ
れ
る
予
定
の
上
室
賀
財
産

区
議
会
議
弘

一
般
選
挙
机
れ
な
ど
の
予
算

を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
民
生
費
〉

「
し
い
の
み
閣
」
の
用
地
買
収
代
六

千
四
百
二
十
八
万
円
。
問
丘
保
育
園
に

民
間
保
育
所
建
設
事
業
補
助
金

一
千
七

十
問
万
七
千
円
。
点
訳
奉
仕
活
動
等
石

井
基
令
と
し
て
、
石
井
光

A

さ
ん
か
ら

の
寄
付
金
五
百
万
円
の
制
み
な
て
弘

立
保
育
所
措
置
貨
と
し
て
、
甘
両
国
ほ

教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中
学
校
の

通
学
区
域
の
適
正
化
を
阿
る
た
め
、

昨

年
五
月
「
上
田
市
立
小
・
中
学
校
通
学

千
百
十
八
万
間
千
円
な
ど
の
予
算
を
計

上
し
ま
し
た
。

〈
衛
生
費
〉

増
大
す
る
コ
ミ
や
危
険
物
の
処
理
に

対
応
す
る
た
め
、
来
年
の

一
月
よ
り
用

加
分
の
一
部
を
、
さ
ら
に
民
問
委
託
す

る
こ
と
に
し
た
委
託
料
二
-
白
卜
九
万
:-

千
円
な
ど
の

F
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

本
間
利
用
再
編
推
進
特
別
交
付
金
-a

千
七
百
六
十
四
万

一
千
円
。
非
補
助
土

地
改
良
事
業
の
国
分
地
区
農
道
舗
袈
工

事
賢

一
千
四
百
八
十
六
万
円
。
浦
里
北

部
ほ
場
整
備
事
業
補
助
金

一
千
二
一
百
二

十
二
一万
五
千
円
。
市
単
か
ん
ば
い
、
市

単
農
道
整
備
な
ど
の
補
助
令

一
千
万
円

な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
商
工
費
〉

中
小
企
業
融
資
制
度
の
充
実
を
阿
る

た
め
、
貸
付
金
二
千
万
円
、
同
じ
く
信

用
保
証
料
八
百
六
十
万
円
な
ど
の
予
算

を
計
上
し
ま
し
た

〈
土
木
費
〉

道
路
新
設
改
良
町
、
道
路
維
持
代
-

億
円
。
河
川
改
修
町
、
維
持
政
問
千
万

円
。
臼
然
運
動
公
閑
用
地
購
入
世
間
千

行
五
卜
万
円
。
トド凹
バ
イ
パ
ス

川
地
口

収
に
伴
う
各
種
補
償
料
:
-
千
じ

U
a
e
十

九
万
八
千
円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま

し
た
。

〈
教
育
費
》

小
小
山
下
校
の
，
M
M仁
下
山

H
-
-
F
U川

久
保
川
内
ト
九
郎
き
'
札
の
こ
存
け
に
よ
り

ま
た
「
こ
の
小
学
校
の
建
設
用
地
の

取
得
は
、
早
急
に
お
子
さ
れ
た
い
」

U
H

の
意
見
も
付
さ
れ
て
い
ま
す
。



開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に

第
ニ
同
疫
に
た
え
ま
せ
ん
。
あ
ら
た
め
で
、

r
a
zを
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今

業
に
お
き
ま
し
で
も
、
道
路
の
新
設
改

良
、
河
川
改
修
な
ど
、
当
面
必
要
な
も

の
を
追
加
を
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

手、

-
a
t込
町
子
aAA
a
1
L
a
L
.
J
L
F日
J

J

ノ

.41
一
tl
m
w
V寸
-

y

a
dJ
I
-

-

J
J
T寸
r「

と
な
り
、
前
年
同
期
に
比
し
て
、

一一

一
%
の
の
び
と
な
り
ま
す
。

か立の
六保寄
園育付
1:所 金
単f昔五
価置百
改~~ 7j 
Eと内
にしの
よて干i'1
4、み

垣甘 す
111蕗でー
汁園 。
-11私

~

の
旬
、
r
h

職
人
物H
V
紅
白
万
円
c

信
-
G
国八万

号
寺
資
料
館
展
示
委
託
料
二
千
五
百
万
円
。

町
教
科
主
改
定
に
伴
う
教
師
用
教
科
書
、

nx
u
 

第

指

導

hnu
な
と
購
入
れ
ヒ
口
万
円
な
と
の

一

予

算

を
計
卜
.し
ま
し
た
。

一
日
年
度
一
般
会
計

貯

特
別
会
計
と
も
黒
字

n認問

問

五

十

三
年
度
一
般
会
計
は
、
二
億
六

年
鄭

町
一
種
千
六
百
四
十
四
万
四
千
九
百
四
十
四
円
、

H
1
3
 

川
明
持
別
会
計
は
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

一

会
計
な
ど
七
会
計
で

一
億
六
千
百
三
十

一

四

万
一
千
八
百
五
十
一
円
と
い
ず
れ
も

だ

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

城南地区小学校(仮称)====::::::::::::

〈通学区域審議会から第三次答申)

新設が適当

え

一
-70
基
盤
襲
撃
総
鴨
却
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?
急
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以
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ロ以
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t

f

〆当川
い〓

む
νJU

同4
u
J
司
JUM
4υ
寸
叫
d

同叶ヨヨ
μ
4
M
J
μ
ソ

UM

「
A
N
I

L
、
ハ
時
ぐ
、
、
回
1

4

4

民
義
縄
問
M
E
4
r
t
t『
I
I
，
J

-

宰

…
島
義
巳

什ハハハハハ

j
ハ

。

侃
議
は

(

C

か
お
震
構
l
t
l
j
b

一

広

…

4

課
長
百
1

2

a

L

J

一
…

贈

ら

な

い

百

科

g
べ
訟
場
企
ご

一

一一

一
日
目
安
川
町
一

¥
J1
4

J/
J-〈

一

一
一

も
ら
わ
な
い

l
jト
広
川
幅
丸
、

/

J

l

…

f

求
め
な
い
J

つぞうす

3
y二
区

間
…

3

J

々

v
p
x曹
関
空

辺
一
一
「
公
職
に
あ
る
人
」
「
立
候
補
者
」
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

J
t
1

弘
二

4
 

w
一
「
立
候
補
の
意
志
が
あ
る
人
」
「
吾一回

ま
た
、
有
権
者
も
寄
付
を
ね
だ

っ
た

O
開
府
祝
の
花
輪

間
一
動
な
と
か
ら
立
候
補
の
意
志
が
あ
る
り
、
品
物
を
受
取

っ
た
り
す
る
と
法

O
結
婚
、
入
学
、
卒
業
な
ど
で
の
お
一

寸

山
と
忠
わ
れ
る
人
」
な
ど
は
、
選
挙
が
伴
違
反
に
な
り
ま
す
。

祝
口
川
や
お
金

一
一
・
行
わ
れ
る
「
選
挙
区
内
」
に
在
住
し
主
な
具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
お
葬
式
で
の
香
典
や
供
花

一

一
て
い
る
者
に
対
し
、
い
か
な
る
名
義

O
お
歳
暮
、
お
中
元

O
同
体
旅
行
な
ど
で
の
寄
付

↓

…
で

i
っ
守
、
寄
付
を
す
る

j
川

河

お

祭

り

、

集

i
jで

の
寄
付

つ

教
育
委
員
会
で
は
、
小

・
中
学
校
の

通
学
区
域
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
昨

年
五
月
「
上
田
市
立
小
・
中
学
校
通
学

区
域
寝
議
会
(
会
長
山
極
真
平
さ
ん
ご

を
設
問
し
、
通
学
区
域
変
更
の
け
一
ハ
体
案

を
示
し
て
、
間
帯
議
会
に
諮
問
し
ま
し

た。
そ
の
結
県
、
昨
年
十
二
月
二
十
二
日

に
第

一
次
の
答
申
(
第

一
中
学
校
の
移

転
な
ど
)
、
今
年
三
月
二
十
三
日
に
第

二
次
の
答
申
(
西
塩
田
・
別
所
小
学
校

の
統
合
)
を
受
け
、
続
い
で
今
年
十

一

月
二
十
八
日
に
第
三
次
の
答
申
を
受
け

宇
品
ー
し
か
」

。

第
三
次
の
答
申
は
「
川
辺
小
学
校
と

城
下
小
学
校
の
過
密
を
解
消
す
る
た
め
、

城
南
公
民
館
付
近
に
、
新
た
に
小
学
校

を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
学
校
の

通
学
区
域
は
、
中
之
条
、
千
曲
町
、
下

之
条
、
半
過
お
よ
び
川
辺
町
の
一
部
と

す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

川
辺
町
は
諮
問
案
で
は
、
一
、
二
、

三
区
が
新
設
小
学
校
へ
、
四
、
五
、
六

区
が
従
来
ど
お
り
川
辺
小
学
校
へ
通
学

す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
点
は
、
現
在
も
審
議
中
で
す
。
し
か

し
、
新
年
度
の
予
算
編
成
な
ど
の
時
期

も
せ
ま
っ
て
お
り
、
早
急
に
答
申
を
要

す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

川
辺
町
問

題
を
残
し
た
ま
ま
答
申
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
川
辺
町
問
題

に
つ
い
て
は
、
引
続
い
て
官
町
議
す
る
こ

と
と
し
、
今
後
の
答
申
に
入
れ
る
予
定

と
な

っ
て

い
ま
す
。

'ト久

~.' f~~ 小
( HI I~I 
I~ 角つと
めん u
11堅守
If r‘ 'r~. ・

1えr(;:
Rの r
;LJ; 
せft 、

d に T.
tょ Jj
1'; 1) l' J 

ま
た
「
こ
の
小
学
校
の
建
設
用
地
の

取
得
は
、
早
急
に
石
手
さ
れ
た
い
」
旨

の
意
見
も
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
答
申
を
受
け
て
、
市
と
教
育
委

員
会
で
は
、

早
速
用
地
の
確
保
に
取
組

む
方
針
を
決
め
、
早
期
開
校
に
む
け
て

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

上
田
市
学
校
教
育
の
将
来
の
た
め
に

ぜ
ひ
必
要
な
事
業
で
す
の
で
、
関
係
各

方
面
の
絶
大
な
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

灯油・フbパン情報協力庖販売価格(12月20[1以降)

品名 単 {立 安 ft責 I~ ‘:j ft1i 
1，044p.l 1，080円

J占頭 (
990円) ( 1，050円)

18e 
1，080円 1， 220円n i由 配達

( 1，000円) ( 1，080円)

11，400円 12，400円
200e 配達

(10，800円) (12，000PJJ 
2，OOOfIJ 2，085円フロノfン 5m' 

( 1，750円) ( 2，060円)

I I1付:1121j1911まCの版/e(面11¥て'す

山え ，'e(曲怖に変動があリた助{tは広桜 r'jえだJ でお知lらせします



ロ
同
悼

式
￥
宇広、l，ノ四

一
州
市
民
の
特
さ
ん
に
山
の
財
政
を
理
解

。ι
川
文

制
動
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
、

上
下
則

7
B
 

内
，
御
忌
恥
l

i

l

仰
れ
と
ド
下
問
の

4

一川、

定
則
的
に
財
政
内

J
¥
存
を
八
下
、
ぶ
し
て
い
ま
す
。

一

行

|

川

年

一度
上
下
則

(
五
卜
四
年
間

一

川

.
日
か
ら
九
川
:
fr
U
)
の
財
政
状

一

況
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

同
庁
告
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
令
が
ど
の

ph
d
 

川
町
よ
う
に
他
わ
れ
て
い
る
の
か
、
災
を
こ

事
-
句
人
い
た
と
き
、
ニ
同
出
併
を
叫
im
め
て
く

/

ど

2
4
よ・
j

お
願
い
し

t
f

だ U{l和54年12Jj161ト一一(4)ー

11万市民の家計簿

えつ

‘一般会計上半期収支状況
(54年9月30[1現在)

平手 目 算 自員 支出 i斉傾 執行率

民 生 1空 37憶8，589万8千円 14H~5 ，029万6千円 38.3% 

教 育 E民 24(音8，462万9千円 9 f:ft 8 ，206万5千円 39.5 

土 本 員E 20(色6，532万円 5 f.ì~2 ，261万9千円 25.3 

農林水産業問 18(.@:5 ，739万円 4(~1 ，630万2千円 22.4 

務 1そ 14億1，693万9千円 7(意7，054万9千円 54.4 

商 工 ずt13(.t!:9 ，261 Ti2千円 11(.&2，337万3千円 80.7 

術 生 8(;~2 ，139万3千円 3(立8，404万7千円 <i6.8 

公 1負 費 7f.~8 ，613万8千円 21.¥I9，145万円 37.1 

y両 防 '伐 4位4，519万3千円 HiI.8，386万7千円 41. 3 

J義 tZk 毛 E伎 1W7，170M千円 8，001万2千川 46.6 

n {動 1的 5，366万6千円 2，505万円 46.7 

災害復旧資 280万円 。 0.0 

備 'P( 117万円 。 0.0 

止口入 1521.&8，485万7千円 62倍2，963万円 <iO.8 

出歳歳 入

日

41. 8 

.9 

収入率

54.8% 

31. 5 

0.0 

31. 2 

62:4 

13億9，363万8千円 169.7 

3.7 

54.1 

43.0 

20.1 

1.1 

9，720万2千円

4，207万5千円

29(意8，044万4千円

7(.iI 606万4千円

4，733万l千円

3，762万8千円

5，390万6千円

2(;色6，644万4千円

額

2(:意3，762万円

~X 

l億7，046万円

300万円

j斉

。

，入

54(.1意3，417万6千円

22億4，065万8千円

1lf.¥1(2，487万l千円

5憶4，584万6千円

lf.iI.7，982万7千円

綴

8，640万l千円

19憶し580万円

11億8，172万円

21.iI8，000万円

予

1(:昔、1，000万円

9，000万円

5，000万円

算

税

偵

金

金

人

人

0.0 

2，055Jj8千円

60位3，581万2千円 1.39.5

0.0 

。
。

2，500万円

(54fド9J 1 30 11 iJi.{tJ 債務負担行為(54!ド9H30lP見花)

811t¥3 ，681 hJl 1 fl'( f~ f'! tJU義i:kNit込
ロ

/;.. 
:z;; 月11干ギA 

E 自立

381.t¥7 ，878h2 HI 吉良}主771/j7 ，152万l千PI27f.G6 ，411 )j9千円740万2千円50W 

171.&6，140万円2f.iF ，290万円
:H IJ 1 けから l

1 141.0:8，850万川I1までのflf人制|

『ド.j1 j 1 11から

IIまでの償還傾 (54!ド911 30 " fJHE) 

21¥33.000万円

一時借入金

借入 f見 f五山

11色5，271万7千円

f見 93f.iI.8，020万4千円

2，595}j3千円

30fiI.1.106Jj6千円

1 fl!2 ，676万.jT-III 

631M.913h8HI 畠 E

1..) {E 



¥ 

自然運動公園整備 (フィ ール ド

アスレチック ・写真)、道路の新

設、改良などに 力がj主がれてい

ます。

-積立金

13億1，401万 市有
9，726円

財
産

-土 地 の
状

131万6，247m' 況
( 

5年9 4 

-山 林 3月0 

日

現在

だ一一一(関誌協23) 第 805fj、

信濃国分寺資料館建設、 北・ 西

・神科・中塩田(写真) ・東塩

田小学校などの増改築など学校

施設の充実に 力が注がれていま

す。

民生費

城下保育園改築、母子寮、し い

のみ園(写真)の移転新築、児

童館建設、 同和対策生活環境整

イ績など市民福祉の向上に力が注

がれています。

特別会計上半期収支状況

-有価証券
歳入、

(54tf. 9 1l301lJ見在)

手ヰ 日 f' JJ 古H 収入 浴 初 収入司

国民健康保 l検事 業 26(Q.4，9427J9千円 10(.i!2，894Ji8 r-111 38.8% 

865万1，374円
公共f'，ノド道事業 ll(!! 859}j2千円 lf.i[5 ，168 )j8ll'，1 13.7 

l資， il 和金地ヲ~正IYfEfιJ'新I Ç 築~ 4 (.ii6 ，201万7千PI 6.325万9T-III 13.7 

土地取得 事 業 2 (.i!5 .600 }j円 2fi!5 .894 ) j7 r-ド1 101. 2 

初祉 ' l\~センlヂー司~ ~ 9.946万8千円 4.906J;'1千r'l 49.3 

-建 物
単位l打線放送;'1):，訴事業 3.944 Ji6千円 1.831)j8 HI 46.4 

交通災害共済事業 2.284 )]'8千円 2.620)j7 H' 1 114.7 

A 口 46f!i3，780}j rrl 15f意9.642万8千1'1 34.4 

20万2，589m' 歳出

平寺 円 I' l'f. 事E 支出ィ高 知 執行率

ノ
国民健康保険事業 26惚4.942))'9千PI 創立9.868万2千円 33.9% 

公共ド水道事業 ll(.ii 859}j2千円 2(.i[7 .323)j2 rP 1 24.6 

-住
t ーι圃.

f資ciJ布金11也勺l豆IT{主f屯.j，新J~ ~築t 4(む6，20l!j7千円 2(.ii4 ，259 Ji9 rPJ 52.5 

土地取得事業 2(Q5.600万川 3.266Ji7 T-f'1 12.8 

48.6 
) 

敷地21万7，413ば
1，691万6，122m'

儒祉事業センター 'l~$ 9，946万8千円 4.831 万IJI

t .692}j9千1'1 42.9 暗証出打線放送唱，11;'1¥業 3.944 }j6 fPl 

建物 5万 663m' 
交通災古共済事業 2.284万8千戸l 932 Jj6 f'fll 40.8 

ノ
左仁込3 461.!i3.780万円 15u巴2.174}j5千円 32.8 

〔参考〕

地方債現在高 (日制 月30日現在) 債務負担行為

区 、ぅ?

ー自主会，H現在 r~，'J 

特別会計現在尚

企業会計現在ρi

合Ji J十

金 客員
----， I 区 分|汲決額

63!怠6，913万8千円

30憶し106万6千円

26憶し073万if'円 1産水院道25ig46，，457958万万25千千円円

119f@:9 ，094 Jj 1 千円

般会川在高 | 川 3，681万円

持桝月ゆl

企業会J計十現在高 |いl低附8，92幻郷断6何仰万府3汗千円川!lf似g仰4附也
O~業j失額は議会で承認された限度額 0'友f'!W額 I.i実際 l 二 f!犯する額

一時借入金 (日制 fl30盟主L

借入現住布 I2低3，000万円内訳1324;円?IMF!

入
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お知もせ
保
育
園
の
入
国

え

申
請
受
付
け

つ
〈

1
月
引
日
明
j
2
月
時
日
出〉

ロ同日
戸

主
￥
+広一

来
年
四
月
に
入
国
す
る
保
育
園
児
の

め

入

国

受

付
け
を
下
表
の
と
お
り
、
各
保

問
一
則
育
園
で
行
い
ま
す
の
で
、
次
の
入
国
条

2
1・2

引
耐
件
に
該
当
す
る
人
は
、
希
望
さ
れ
る
保

仰
山
育
園
で
入
園
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

J
¥
だ
さ
い
。

一

な
お
城
下
保
育
園
に
入
国
を
希
望
す

一

る
人
は
、
園
舎
改
築
中
の
た
め
、
中
村

一

自
治
会
館
で
入
園
申
請
を
し
て
く
だ
さ

口
巧
、
。

鰯

〈
入
園
条
件
〉

第

l
、
母
親
が
勤
め
て
い
て
、
同
居
の
家

/

族

に
保
育
す
る
人
が
い
な
い
局
合
。

保
育
課
保
育
園
係

官
⑫
4
1
0
0内
線
3
8
2

第 805号~

冬

や

け

ど

と

シ
_'--二生温

: 11月24日から26日にかけて働く婦人の家で

i昭和51年4月開設以来はじめての作品展が

:関かれました。

:同館の婦人教室で婦人の皆さんが習得した

:書道 、松本てまり ‘人形などの作品が2階

:の展示場に所せましとならべられ、皆さん

:の活動が紹介されました。

2
、
母
親
が
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕

事
ま
た
は
自
営
業
、
農
業
に
従
事
し

て
い
て
、
同
居
の
家
族
に
保
育
す
る

人
が
い
な
い
場
合
。

3
、
母
親
が
出
産
の
前
後
ま
た
は
疾
病

あ
る
い
は
心
身
に
陣
害
が
あ
り
、
同

居
の
家
族
に
保
育
す
る
人
が
い
な
い

場
合
。

4
、
家
族
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
ま
た

は
心
身
に
附
害
の
あ
る
人
が
い
て
、

母
却
が
常
に
そ
の
看
病
に
あ
た
り
、

同
居
の
家
族
に
保
育
す
る
人
が
い
な

い
場
合
。

ら
、
母
親
が
死
亡
ま
た
は
行
方
不
明
な

ど
の
家
庭
で
、
同
居
の
家
族
に
保
育

す
る
人
が
い
な
い
場
合
。

6
、
災
符
に
よ

っ
て
居
宅
を
失
い
ま
た

は
破
損
し
、
そ
の
復
旧
の
た
め
に
保

育
で
き
な
い
場
合
。

〈
申
請
方
法
〉

入
国
申
請
書
に
必
現
事
項
を
記
入
し
、

添
付
書
類
を
つ
け
て
、
地
区
民
生
(
児

童
)
委
員
の
認
印
の
う
え
、
希
望
す
る

保
育
園
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

国 名 受付日 園 名 受付日

甘 1蕊 国 l月21日 西 塩 田 保 育 園 2月5日

夫容保育園 か 22日 ふた(!保育園 " 5日

聖ミカエル保育園 " 22日 塩田中央保育園 " 6日

Ix 喜 園 " 23日 塩田北保育園 " 6日

極楽 寺保育園 か 23日 塩田西保育園 " 7日

西丘保育園 " 23日 浦里保育園 " 7日

常 日 保 育 園 " 24日 白銀 保育 園 か 7日

秋利 保 育 園 " 24日 室賀保育園 " 8日

東部保育園 " 25日 小泉保育園 " 8日

川辺 保 育園 " 28日 城 下保育園 " 12日

塩尻保育園 " 28日 国分保育園 " 13日

泉社l保育園 の 29日 ときわ保育園 " 13日

神川第一保育園 " 29日 下 之 条 保 育 園 " 14日

神川第二保育園 の 29日 市役所保育課 。15・16日

神科第-保育園 " 30日 受付時間=各保育園は午後 l

神科第よ保育園 " 31日 H、?から同411年まで。保育法のみ

霊殿保育園 " 31日 午前 811キ30分から午後 511、予ま

南部保育園 2月1日 で。

t保育園 " 1日 注意=保育法での受付けは各

怖が丘保育園 " 4日 闘での受付けの際書類不備の

若葉保育園 " 4日 ため受付けにならなかった人

かしわ保育園 " 4 n のみ。

入園受付け日程表マ
手 第

当泡 !二 残
法が 度 さ
11 で 11 ず
や き 赤 治
けま くり
どす は ま
の 。れ す
直 た。

後 と

水 ろ
道 に
の *.

②①  
草色し 薬第
女せま を二
化し 直度
膿 ?よ接 以
さ う 忠 上
せ 。部の
な にや
い ぬ け
こ ら ど
と .な に
で、 い は

す よ
。 う外

事主 に 用

申
請
書
は
f
各
保
育
園
、
.
民
生
(
児

童
)
委
員
、
。
保
育
諜
に
あ
り
ま
す
。

〈添
付
書
類
〉

I
、
家
族
で
収
入
の
あ
る
人
の
五
十
四

年
度
源
泉
徴
収
票
の
写
し
。

2
、
出
産
前
後
の
た
め
保
育
で
き
な
い

人
は
、
母
チ
手
帳
。

3
、
内
職
、
パ

l
卜
な
ど
で
保
育
で
き

な
い
人
は
、
申
請
書
の
証
明
欄
に
事

業
所
の
証
明
、
病
人
の
看
護
ま
た
は

母
税
が
病
気
の
場
合
は
そ
の
診
断
書
。

4
、
五
十
四
年

一
月

一
日
以
降
に
住
所

を
変
え
た
人
は
、
そ
の
旨
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

5
、
同
居
の
祖
父
母
、
お
じ
、
お
ば
が

い
る
場
合
で
、
そ
の
児
童
の
保
育
が

で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
証
明
が
で

-

き
る
書
類
。

〈そ
の
他
〉

添
付
書
類
が
不
完
全
な
場
合
は
、
申

訪
を
受
付
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

秋
和
保
育
園
新
設

入
園
受
付
け

1
月

m日
側

秋
和
保
育
国

(
大
{
子
秋
和
字
山
道
八

六
四

1
1
社
会
福
祉
法
人
宥
升
会
)

は
、
来
年
四
月

一
日
認
可
保
育
所
と
し

て
問
所
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

人
同
交
付
け
は
、
.
川
-
一卜
川
口
刷、

同
同
で
行
い
ま
す
。

定
ハ
川
は
問
ト
バ
名
で
す
。

乳
幼
児

健

康

診

査

三
歳
児

一'
月
の
乳
幼
児
、

三
歳
児
健
康
診
査

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
ト

分
。
た
だ
し
、
問
・
九
ヵ
月
児
は
二
時
。

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

三歳児健康

診査日程表

会.tJ;¥ rli健康七 ノFー

I也l豆 川 11
'

川

N 

~ 51 年1211;主

児
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〈入
園
条
件
〉

第

1
、
付
脱
が
勤
め
て
い
て
、
同
居
の
家

戸

綴

じ
保
有
す
る
人
が
い
な
い
局
合
。

p

、
J
V

ハりn6
 

仲
川

m一
こ
れ
か
ら
本
く
な
り
ま
す
と
、
暖
房

一

の
た
め
火
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

い
/
す
の
で
、
や
け
ど
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
気

別
刷
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

刷
物
も
し
、
や
け
ど
を
し
た
時
は
、
そ
の

年
部

制
一
川
程
度
に
よ
り
あ
わ
て
ず
手
早
く
手
当
を

川
W
し
て
く
だ
さ
い
。

一

〈や
け
ど
の
程
度
と
手
当
法
〉

一

マ
第

一
度
H
皮
膚
が
赤
く
は
れ
ヒ
リ
ヒ

だ

リ
痛
み
ま
す
。

手
当
法
H

や
け
ど
の
部
分
を
水
道
の

水
で
痛
み
の
と
れ
る
ま
で
冷
し
ま

す
。
そ
の
後
、
オ
リ
ー
ブ
油
か
軟

刊
を
ぬ
り
ま
す
と
、
数
日
で
後
を

冬

と

や

け

ど

えつ一(7)ー一一昭和54年12月16日 広報

残
さ
ず
治
り
ま
す
。

マ
第
二
度
H
H
赤
く
は
れ
た
と
こ
ろ
に
水

泡
が
で
き
ま
す
。

手
当
法
H

や
け
ど
の
直
後
、
水
道
の

水
で
冷
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
桶

み
は
一
時
軽
く
な
り
ま
す
が
、
水

の
冷
た
さ
で
ふ
た
た
び
痛
く
な
り

ま
す
の
で
、
そ
こ
で
一
時
休
み
、

こ
れ
を
数
回
く
り
か
え
し
ま
す
。

水
泡
は
つ
ぶ
さ
な
い
で
、
消
毒
ガ

ー
ゼ
を
あ
て
軽
く
包
帯
し
て
、
医

師
に
診
て
も
ら
い
ま
す
。

マ
第
三
度
H

皮
膚
が
た
だ
れ
深
い
層
ま

で
傷
つ
き
、

化
膿
し
ま
す
。

手
当
法
H

水
で
冷
し
て
か
ら
消
毒
ガ

ー
ゼ
を
あ
て
、
範
囲
の
広
い
場
合

は
清
潔
な
シ

l
ツ
に
包
ん
で
医
師

に
診
て
も
ら
い

ま
す。

〈主
な
注
意
事
項
〉

特

別

職

報

酬

等

審

議

会

を

設

置

市
の
三
役
と
市
議
会
議
員
の
報
酬

等
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
審
議
す
る

，
「
上
田
市
持
別
職
報
酬
等
審
議
会
」

が
…
十

一
月
二
十
六
日
設
置
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
審
議
会
は
、
市
長
の
諮
問
を

受
け
、

四
回
位
の
会
議
を
重
ね
、
一

月
下
旬
頃
、
答
申
が
で
き
る
よ
う
に

審
議
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

委
員
は
、

市
民
の
中
か
ら
十
人
が

委
嘱
さ
れ
、
会
長
に
は
橋
詰

一
男
さ

ん
(
自
治
会
連
合
会
長
)
が
、
会
長

代
理
に
は
小
山
喜
太
郎
さ
ん
(
商
工

会
議
所
会
頭
)
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ

ま
し
た
。

①
第
二
度
以
上
の
や
け
ど
に
は
、
外
用

薬
を
直
接
患
部
に
ぬ
ら
な
い
よ
う
に

ー
し
争
中
品

I
V
よ
F70

②
絶
対
化
膿
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。
軽

い
や
け
ど
以
外
は
、
で
き
る
だ
け
医

師
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

③
衣
類
に
熱
湯
が
か
か
っ
た
時
は
、
す

ぐ
衣
類
に
水
を
か
け
て
冷
し
、
そ
の

後
で
脱
が
し
て
あ
げ
ま
す
。
衣
類
が

皮
腐
に
つ
い
た
ら
、
そ
の
部
分
を
ハ

サ
ミ
で
切
り
残
し
脱
が

せ
ま
す
。

④
や
け
ど
は
傷
の
深
さ
よ
り
、
皮
膚
の

面
積
が
生
命
に
関
係
し
ま
す
。

体
の

1
3

以
上
や
け
ど
を
す
る
と
、
生
命
は

危
険
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

冬
は
、
子
供
さ
ん
が
家
の
中
に
い
る

時
聞
が
多
い
の
で
、
ス
ト
ー

ブ
、
ア
ン

カ
、

マ
ホ

l
ビ
ン

、
ア
イ

ロ
ン
な
ど
は
、

手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
置
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
お
年
寄
り
ゃ
ね
た
き
り
病

人
の
方
に
は
、
湯
タ
ン
ポ
、
ア
ン
カ
、

コ
タ
ツ
な
ど
で
の
や
け
ど
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

年
末
の
く
み
取
り
は

初
日
出
ま
で
に

毎
年
、
年
末
は
各
家
庭
や
事
業
所
な

ど
の
ト
イ
レ
の
く
み
取
り
が
集
中
し
、
処

理
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

早
め
に
く
み
取
り
業
者
に
申
込
み
を

し
て
い
た
だ
き
、
十
二
月
二
十
九
日
川

ま
で
に
く
み
取
り
が
終
る
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

同
国
で
行
い
ま
す
。

定
日
付
は
問
卜
パ
名
で
す
。

、町、

m日
也
ま
で
に

年
始
は
1
月
4
日
@
か
ら

清
掃
事
務
所
宮
⑫

0
6
6
6

有
線
②

8
2
3
7

毎
年
行

っ
て
い
る
年
末
の
特
別
コ
ミ

収
集
は
1

次
の
と
お
り
十
二
月
二
十
九

日
川
の
み
行
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け

定
期
収
集
日
め
十
二
月
二
十
八
日
幽
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈十
二
月
二
十
九
日
出
〉

土
曜
日
の
収
集
地
区
を
行
い
ま
す
。

ゴ
ミ
は
、
午
前
八
時
三
十
分
ま
で
に

収
集
場
所
に
出
し
で
く
だ
さ
い
。

新
年
の
ゴ
ミ
集
収
は、

一
月
四
日
幽

か
ら
平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

お
ね
が
い

各
ご
家
庭
に
郵
便
受
箱
が
取
り
付
け

ら
れ
て
い
な
い
と
、
お
留
守
な
ど
の
場

合
、
配
達
に
困
り
ま
す
。
ま
た
、
大
切

な
郵
便
物
を
保
護
す
る
た
め
に
も
、
郵

便
受
箱
を
お
付
け
く
だ
さ
い
。

郵
便
受
箱
は
、
な
る
べ
く
郵
便
局
が

お
勧
め
し
て
い
る
標
準
規
格
の
も
の
を

お
付
け
く
、だ
さ
い
。

な
お
、
ご
近
所
に
同
姓
の
家
が
あ
る

場
合
や
、
お
チ
さ
ま
あ
て
の
郵
便
物
な

ど
は
、
配
達
先
が
わ
か
ら
ず
探
す
の
に

時
間
が
か
か

っ
た
り
、
誤
配
達
の
原
閃

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
郵
便
受
箱
や
表

札
に
は
ご
家
族
全
員
の
名
前
を
お
書
き

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



作

成

す

る

た

め

、

農

家

の

皆

さ

ん

へ

今

す

。
情
さ
ん
も
そ
う
し
た
損
害
を
被
ら

月

中

に

届

く

よ

う

申

請

用

紙

を

お

配

り

な

い

よ

う

、

じ

ゅ

う

ぶ

ん

注

意

し

て

く

し
ま
す
の
で
、
来
年
の

一
月

十

日

附

ま

だ

さ

い

。

で

に

農

業

委

員

会

へ

提

出

し

て

く

だ

さ

セ

ー

ル

ス

マ

ン

の

「

必

ず

も

う

か

る

」

ぃ。

一
月

十

日

ま

で

に

提

出

さ

れ

な

い

「

財

政

P

つ
く
り
の
手
段
と
し
て
国
が
推

と
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ず
、
選
挙

生
活
交
通
課
生
活
係

焚
し
て
い
る
」
な
ど
、
巧
み
な
勧
誘
に

選

挙

管

雲

員

会

事

務

局

の
と
き
投
票
す
る
こ
と
が
で

Zく

」

樗

は

晴

浮

げ

の
り
内
存
在
勺
き
り
わ
か
ら
な
い

宮
⑫

4
1
0
0内
線

5
7
1

な
り
ま
す
。
申
請
用
紙
は
正
確
に
記
入
品
近
、
合
の
取
引
き
に
附
す
る
ト
ブ
フ
な
が
ら
も
、
つ
い
契
約
し
て
し
ま
う
と

|
暗
殺
ゆ
川
川
川
川
ー
ー
ー
ー
し
て
]
期
限
内
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。
ル
が
各
地
日
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
中
l

い
う
点
に
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
金

農
業
委
民
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
は
、
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
で
審
査
し
点
じ
お
日い
て
叱
同
様

η苦
情
相
談

が

存

の

取

引
き
を
し
た
い
人
は
、
う
ま
い
も
う

毎
年
、
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
申
請
に

d

A
後
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
提
出
さ
れ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

け
話
に
の
ら
ず
内
容
を
し

っ
か
り
確
か

よ
り
作
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
名
簿
に
登
ま
す
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
申
請
相
談
内
容
は
、
解
約
の
際
、
古
川
相
の
め
、
信
頼
で
き
る
版
売
業
者
か
ら
購
入

録
さ
れ
た
人
が
、
避
草
権
右
得
る
む
と

ん
害
心
壊
つ
い
て
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
手
数
料
ゃ
い損
害
金
を
請
求
さ
れ
た
り
、
し
ま
し
ょ

J
J

が
で
き
ま
す
01

J

a

s

i

u
パ
急
減
を
作
成
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
二
ま
た
、
金
が
値
下
り
し
た
た
め
、
そ
の

勧
誘
手
口
の
共
通
点
d

申

請

用

紙

は

月
二
十
三
日
川
か
ら
十
五
日
間
、
選
挙
補
て
ん
分
を
要
求
さ
れ
た
と
い
う
も
の
①
必
ず
も
う
か
る
か
の
.
よ
う
な
説
明
を

人
名
簿
を
選
挙
管
理
委
員
会
で
縦
覧
に
で
す
。
ま
だ
大
き
な
損
害
を

受

け

た

相

し

て

、

・執
よ
う
じ
「
延
べ
取
引
ぎ
」
「

F

}

1

月

刊

日

側

ま

で

に

供
し
、
確
定
し
た
後
一
年
間
、
農
業
委
説
者
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
害
が
で
で
約
取
引
乏
を
細
め
る
こ
と
。

ー

農
業
委
員
会
で
は
、
選
挙
人
名
簿
を
員
会
委
一
負
選
挙
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
い
る
と
い
う
事
実
も
版
行
さ
れ
て
い
ま
②
財
必
形
成
げ
子
段
ど
し
て
、
あ
た
か

幸

E
t
t
i
t
i
-
-
t
t
t
t
t
t
t
t
t
i
t
-‘it
t
i
t
t
i
-
-
1
1
;
:
;
:
t
i
t
t
i
-
-
i
t
t
t
t
t
i
t
i
:
:
I
t
h
-
-
l
t
t
t
-

広

1」

。

…
内

よ

、

交

で

さ

た

川

か

の

札

僚

や

ま

納

昨

き

ぱ

役

-

フ

附

↓

一

一

ら

白

日

り

「

い

皆

っ

九

川

川

1

0

す

る

た

資

人

し

未

恥

つ

れ

い

巾

ド

一

一

一

1

月

つ

の

な

へ

大
屋
駅
北

②

寸

ぃ

ー

の

た

て

て

う

に

あ

ふ

列

一

一ー

ド

-つ

州

月
叶

7

に
係
に

f
lい

線

で

て

?

っ
っ
つ

い

月

で

抗

や

特

ト

〓

吋

，
吟
正
、
今
一
線

。
の

券
聞
と

白

一ス一ス

一通

有

知

れ

ま

険

か

失

限

と

ケ

内

川

人

の

山

一

売

z

w
迫
、
路
す
年
数
め
こ
一
パ
一
一
ハ
ぃ
父

ト

存

さ

に

保

な

を

に

る

l

阪

は

た

こ

2
一

任

線

フ

公

か

の

で

今

川

じ
る

一ト
一
明
日

n

f

施

さ

被

い

権

で

れ

協

一

究

明

γ
川
e

券

通

の

ム

通

は

す

a

一
曲
一
村
一
山

線

ご

突

し

川

て

金

ま

ら

で

、

当

ま

は

詰

券

ら

向

山

キ

K
数

共

も

引

共

社

施

一

千
一川
一上

内

を

一

が

忙

適

し

午

未

え

い

く

淡

生

人

ヨJ

削

，
の
た

川

社
う

J

、
会
実

4

「
」
|
トト
l

O

』笠

度

、

制

入

、

川

与

J
つ
よ

約

数

か

⑫

通

い

の

-

い

b

上

ス
、

2
1配
制

限

制

や

中

川

め

6

が

に

ぱ

す

前
人

ベ

回

日

嗣

叫
口
一
河
川
批
判
川
レ
倒
ポ
司

E

同

⑧

怖

附
一
広
…

M
m
m側一

州
以
崎
山
釧

一
一
明

5
封

以

内

制

パ

持

続

古

川

一

一

一

恥

鋪

州

側

tui-
ニ
三
川
日

一

共

課

る
々
、
す
用
券
哨
初
、
f

一曲
一悼

年

仔

の

の

か

年

る

て

ば

o

か

を

ら

く

4

な

一

の

2
通

い

人

情

ぺ

州

版

ヵ

、

た

間
一
円
一川

民

特

令

。
山町

ど

民

よ

い

め

す
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